
選択と集中加速の１年
技術で市場を切り拓け

　
繊
維
や
製
紙
と
い
っ
た
素
材
メ
ー
カ
ー
各
社
に
と
っ
て
、
２
０
１
３
年
は
事
業
の
選
択
と
集
中
を
加
速
す
る
１
年

に
な
る
。
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
炭
素
繊
維
で
は
、
１
月
に
東
レ
が
韓
国
で
本
格
的
な
量
産
を
開
始
。
帝
人
や
三
菱

レ
イ
ヨ
ン
も
生
産
増
強
を
に
ら
む
動
き
が
あ
る
。
一
方
、
製
紙
業
界
は
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
今
後
の
需
要
の
増

加
が
見
込
め
る
衛
生
用
品
の
拡
大
に
力
を
注
ぐ
。

新
需
要
で
価
格
競
争
回
避

非
鉄

日
の
丸
プ
ロ
で
資
源
確
保

鉄
鋼車
用
ハ
イ
テ
ン
よ
り
高
強
度
に

繊
維

引っ張り強度 級材がスズキの新型ワゴンＲの一部に使われた

紙衛
生
用
紙
に
期
待

　
両
案
件
に
参
画
す
る
三
井

物
産
。
高
橋
康
志
執
行
役
員

金
属
資
源
本
部
長
は
「
中
長

期
的
に
資
源
需
要
は
伸
長

し
、
今
後
と
も
供
給
拡
大
に

貢
献
し
て
い
く
」
と
し
て
い

る
。

　
非
鉄
業
界
で
は
２
０
１
３

年
に
金
属
資
源
の

日
の
丸

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
動
き
だ

す
。
日
本
企
業
が
事
業
主
体

の
チ
リ
の
銅
・
モ
リ
ブ
デ
ン

鉱
山
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ニ
ッ

ケ
ル
製
錬
工
場
が
相
次
ぎ
始

動
す
る
。
資
源
メ
ジ
ャ
ー
の

攻
勢
や
新
興
国
の
台
頭
で
、

資
源
確
保
の
重
要
性
が
一
段

と
高
ま
っ
て
い
る
。
資
源
の

確
保
・
安
定
供
給
に
取
り
組

み
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
力

の
持
続
的
な
向
上
を
後
押
し

す
る
。

　
チ
リ
の
カ
セ
ロ
ネ
ス
銅
・

モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
山
の
事
業
主

体
と
な
る
現
地
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
社
は
、
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日

石
金
属
子
会
社
で
三
井
金
属

も
出
資
す
る
パ
ン
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
・
カ
ッ
パ
ー

東
京
都

千
代
田
区

と
三
井
物
産
が

設
立
。
出
資
比
率
は
そ
れ
ぞ

れ

％
、

％
に
な
り
、

年
後
半
に
銅
精
鉱
の
生
産
を

始
め
、

年
中
ご
ろ
の
フ
ル

生
産
を
予
定
す
る
。
Ｊ
Ｘ
金

属
の
足
立
吉
正
社
長
は
「
計

画
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
」

と
し
、
業
績
に
フ
ル
で
寄
与

す
る

年
度
に
は
経
常
利
益

で
３
０
０
億
―
５
０
０
億
円

の
上
乗
せ
を
見
込
む
。

　
Ｊ
Ｘ
金
属
は
経
常
利
益
１

０
０
０
億
円
の
長
期
目
標
を

掲
げ
る
。

年
３
月
期
の
同

６
０
０
億
円
か
ら
大
台
を
目

指
す
上
で
柱
と
な
る
大
型
事

業
。足
立
社
長
は

―

年

で
カ
セ
ロ
ネ
ス
を
し
っ
か
り

立
ち
上
げ
る
と
意
気
込
む
。

　
住
友
金
属
鉱
山
が
手
が
け

る
ニ
ッ
ケ
ル
製
錬
、
タ
ガ
ニ

ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
注

目
さ
れ
て
い
る
。
住
友
鉱
山

の
家
守
伸
正
社
長
は
「

年

は
操
業
開
始
の
年
。
秋
に
は

フ
ル
操
業
に
到
達
さ
せ
る
」

と
力
を
込
め
る
。

　
事
業
会
社
に
は
住
友
鉱
山

が

・
５
％
、
三
井
物
産
が

％
を
出
資
。
低
品
位
の
酸

化
鉱
か
ら
ニ
ッ
ケ
ル
の
原
料

と
な
る
中
間
品
を
回
収
す
る

高
圧
硫
酸
浸
出
法
を
用
い
る

製
錬
工
場
で
、
強
み
の
製
錬

技
術
を
武
器
に
し
た
新
鋭
拠

点
が
立
ち
上
が
る
。

　
タ
ガ
ニ
ー
ト
と
連
動
し
、

国
内
拠
点
で
電
気
ニ
ッ
ケ
ル

な
ど
の
生
産
能
力
を
増
強
。

年
で
の
ニ
ッ
ケ
ル
の
年
間

生
産
量
は

年
の
７
万

か

ら

万

に
引
き
上
が
る
。

長
期
目
標
の
年
産

万

体

制
に
向
け
大
き
く
前
進
す
る

見
通
し
だ
。

　
鉄
の
４
分
の
１
の
軽
さ
で

あ
り
な
が
ら
、

倍
の
強
度

を
持
つ
炭
素
繊
維
。
足
元
で

は
釣
り
ざ
お
や
ゴ
ル
フ
シ
ャ

フ
ト
な
ど
ア
ジ
ア
向
け
ス
ポ

ー
ツ
用
途
の
需
要
が
伸
び
悩

ん
で
お
り
「
価
格
が
下
落
し

て
い
る
」

関
係
者

と
い

う
声
も
上
が
る
。

　
炭
素
繊
維
は
東
レ
や
帝

人
、
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
な
ど
日

系
メ
ー
カ
ー
が
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
。
し
か
し
薄
利
多
売

は
結
果
と
し
て
自
社
の
経
営

の
足
か
せ
に
な
り
か
ね
な

い
。
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る

東
レ
は
、
日
本
、
米
国
、
フ

ラ
ン
ス
、
韓
国
の
４
極
体
制

で
生
産
能
力
を
拡
大
。
一
方

で
「
決
し
て
価
格
競
争
は
し

な
い
」
と
日
覚
昭
廣
社
長
は

強
調
し
、
燃
料
電
池
向
け
な

ど
高
圧
ガ
ス
を
扱
う
た
め
の

圧
力
容
器
な
ど
で
の
普
及
を

狙
う
。
米
国
が
主
導
す
る
シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
も
需
要
の

追
い
風
に
位
置
づ
け
る
。

　
帝
人
は
熱
可
塑
性
樹
脂
に

よ
る
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

を
１

分
以
内
で
成
形
す
る
量
産
技

術
を
確
立
し
た
。
「
例
え
ば

自
動
車
に
採
用
さ
れ
た
場

合
、
軽
量
化
や
燃
費
も
低
減

で
き
る
」

大
八
木
成
男
社

長

と
と
も
に
、
ジ
ャ
ス
ト

イ
ン
タ
イ
ム

Ｊ
Ｉ
Ｔ

で

の
供
給
も
期
待
で
き
る
。

　
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
展
開
す

る
ゴ
ル
フ
シ
ャ
フ
ト
に
炭
素

繊
維
技
術
を
生
か
す
の
は
三

菱
レ
イ
ヨ
ン
。

年
末
に
は

米
国
の
ゴ
ル
フ
シ
ャ
フ
ト
メ

ー
カ
ー
「
ア
ル
デ
ィ
ア
」
の

買
収
を
決
定
。
ま
た
産
業
用

途
向
け
需
要
の
拡
大
を
に
ら

み
、
米
国
で
生
産
を
強
化
し

よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る
。

　
少
子
化
や
紙
の
出
版
物
の

減
少
、
電
子
化
の
置
き
換
え

な
ど
が
響
き
、
需
要
が
低
迷

す
る
製
紙
業
界
。
日
本
製
紙

連
合
会
は
２
０
１
３
年
の
紙

・
板
紙
の
国
内
需
要
が
前
年

比
１
・
５
％
減
の
２
７
３
５

万
８
０
０
０

に
な
る
と
予

測
。
新
聞
用
紙
や
印
刷
用
紙

な
ど
が
軒
並
み
需
要
を
減
ら

す
中
で
、
業
界
が
期
待
す
る

の
が
衛
生
用
紙
だ
。

　
「
高
齢
化
社
会
が
進
め
ば

衛
生
用
品
は
自
然
と
増
え
て

い
く
は
ず
だ
」
。
日
本
製
紙

グ
ル
ー
プ
本
社
の
芳
賀
義
雄

社
長
は
こ
う
指
摘
し
、

年

度
か
ら

年
度
ま
で
の
中
期

経
営
計
画
で
ヘ
ル
ス
ケ
ア
用

品
の
売
上
高
を

％
増
の
１

０
０
億
円
に
引
き
上
げ
る
。

尿
失
禁
対
策
に
使
う
製
品

「
ポ
イ
ズ
パ
ッ
ド
」
な
ど
を

有
望
視
し
、
製
造
設
備
の
増

設
な
ど
も
進
め
る
。

　
王
子
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

も
成
長
分
野
に
位
置
付
け
、

福
島
県
内
に
大
人
用
紙
お
む

つ
の
工
場
を
新
設
し
市
場
拡

大
に
備
え
る
。
大
王
製
紙
は

大
人
用
紙
お
む
つ
ブ
ラ
ン
ド

「
ア
テ
ン
ト
」
を
展
開
。
タ

イ
に
は
ベ
ビ
ー
用
の
お
む
つ

工
場
を
設
け
る
な
ど
、
地
域

需
要
に
あ
っ
た
製
品
を
作
り

シ
ェ
ア
拡
大
を
狙
う
。

　
新
日
鉄
住
金
な
ど
鉄
鋼
大

手
各
社
は
自
動
車
用
の
高
張

力
鋼
板

ハ
イ
テ
ン

を
主

戦
場
に
し
の
ぎ
を
削
る
。
価

格
勝
負
を
回
避
し
、
自
動
車

の
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
、
衝
突
安
全
性

ア
ッ
プ
の
機
能
と
、
加
工
性

の
良
さ
な
ど
技
術
力
で
採
用

拡
大
を
競
う
。

　
新
日
鉄
住
金
は
旧
新
日
本

製
鉄
、
旧
住
友
金
属
工
業
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
ハ
イ
テ
ン
の

得
意
技
術
を
持
ち
寄
り
提
案

の
幅
を
広
げ
た
。
元
か
ら
高

強
度
に
し
た
ハ
イ
テ
ン
と
元

は
通
常
強
度
だ
が
加
熱
・
急

冷
の
成
形
加
工
を
経
て
ハ
イ

テ
ン
に
す
る
鋼
材
な
ど
を
そ

ろ
え
、
競
合
他
社
よ
り
優
位

な
商
談
を
仕
掛
け
る
。

　
硬
い
ハ
イ
テ
ン
の
加
工
技

術
の
考
案
に
も
力
を
入
れ
、

２
０
１
２
年
に
は
金
型
構
造

に
工
夫
を
凝
ら
し
た
プ
レ
ス

工
法
で
引
っ
張
り
強
度
９
８

０

級
材
が
ス
ズ
キ
の
新

型
軽
自
動
車
の
フ
ロ
ン
ト
ピ

ラ
ー
部
に
採
用
さ
れ
た
。
加

工
技
術
な
ど
一
連
の
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
「
Ｎ
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ

エ
ヌ
セ
ー
フ

」
と
名
付

け
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
も
推
進
す

る
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
は
７
８

０

級
の
ハ
イ
テ
ン
で
プ

レ
ス
成
形
性
を
高
め
た
合
金

化
溶
融
亜
鉛
メ
ッ
キ

Ｇ

Ａ

鋼
板
を
開
発
し
、
乗
用

車
の
骨
格
部
品
へ
の
採
用
を

実
現
し
た
。
ハ
イ
テ
ン
Ｇ
Ａ

の
伸
び
特
性
の
平
均
的
数
値

を
従
来
よ
り
も
約
２
割
高

め
、
プ
レ
ス
加
工
が
困
難
で

従
来
は
５
９
０

級
ま
で

が
限
界
と
さ
れ
た
骨
格
部
品

へ
適
用
領
域
を
広
げ
た
。

　
先
行
す
る
冷
延
ハ
イ
テ
ン

や
鉄
・
非
鉄
・
機
械
な
ど
の

技
術
を
結
集
し
て
材
料
、
金

型
な
ど
で
独
自
提
案
を
進
め

る
の
は
神
戸
製
鋼
所
。
４
月

に
ス
タ
ー
ト
す
る
新
中
期
計

画
で
も
「
自
動
車
の
軽
量

化
、
衝
突
安
全
性
を
主
眼
に

開
発
に
力
を
入
れ
る
」
と
佐

藤
広
士
社
長
は
話
す
。

　
中
韓
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が

技
術
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る

中
で
、
日
本
勢
は
技
術
の
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
急
ぐ
。

年
度
か
ら
経
済
産
業
、
文
部

科
学
両
省
の
連
携
の
も
と
、

新
日
鉄
住
金
な
ど
高
炉
３
社

が
参
画
を
予
定
す
る
革
新
的

高
強
度
鋼
板
の
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
動
き
だ
す
。

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
の
友
野
宏

会
長
新
日
鉄
住
金
社
長
は

次
世
代
の
自
動
車
や
航
空

機
で
、世
界
で
戦
っ
て
い
け

る
よ
う
素
材
の
面
か
ら
取
り

組
ん
で
い
く

と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
意
義
を
強
調
。
自
動

車
な
ど
輸
送
機
器
へ
の
適
用

を
目
的
に
、
引
っ
張
り
強
度

は
１
８
０
０

と
従
来
の

２
倍
、
伸
び
特
性
で

％
と

加
工
性
が
従
来
の
３
倍
レ
ベ

ル
を
開
発
目
標
に
据
え
た
。
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